
築 1576 正月中旬、安土城の築城を開始する
城 1577 安土山下町中に を発布する楽市楽座の掟書
か 1579 完成した天主に信長が移り住む
ら 1582 見寺に徳川家康を迎え、能が行われる
廃 本能寺の変で信長死去、安土城の天主・本丸等が焼失する
城 1585 豊臣秀次の八幡山城築城に伴い安土城は廃城となる
へ

1592 秀吉が見寺に を与える寺領百石寄付の朱印状
1604 豊臣秀頼、見寺三重塔を修理 書院・庫裏を寄進する

摠 1617 徳川秀忠、寺領を二百二十七石に加増、見寺に安土山の支
見 配権を認める
寺 1682 信長百回忌が行われる
領 1687 「 」が作成される近江国蒲生郡安土古城図
の 1731 信長百五十回忌が行われる
時 1781 が行われる信長二百回忌
代 1791 「 」が作成される見寺境内絵図

1832 信長二百五十回忌が行われる
1854 見寺が焼失し、伝徳川邸跡に再建される

国 1871 上知により安土山の大半が国有地となる
家 1879 見寺裏門を する超光寺表門として移築
に 1901 見寺三重塔が特別保護建造物に指定される
よ 1903 見寺二王門が特別保護建造物に指定される
る 1915 滋賀県により初めて安土山の実測調査が行われる
支 1918 安土城保存を目指して安土保勝会が設立される
配 1919 史蹟名勝天然紀念物保存法が施行される
へ

史
蹟 1924 安土城趾の史蹟仮指定が行われる
安 1926 安土城趾が史蹟に指定される
土 1927 内務省が城跡に「安土城址」の石碑を建てる
城 1928 滋賀県が史蹟安土城址の管理団体に指定される
趾 1929 大手門跡等に標石を建て、史蹟境界柱を設置する
の 1931 二の丸跡の復旧、城内石段の改修が行われる
時 1940 天主・本丸の発掘調査が行われる（～1941）
代

特
別 1950 文化財保護法施行に伴い、史跡安土城跡となる
史 1952 文化財保護法により特別史跡に指定される
跡 1960 城跡修理に着手、1975年まで継続する
安 1969 安土山南麓２００００㎡の史跡地を公有化する
土 1970 安土城跡を含む「近江風土記の丘」が開館する
城 1978 安土城跡実測図（縮尺千分の一）を作成する
跡 1979 安土山南麓の県有地を仮整備する （～1983）
の 1988 第１回特別史跡安土城跡調査整備委員会を開催する
時 史跡指定範囲見直しのため地籍調査を実施する
代

1989 発掘調査を開始する
伝羽柴邸跡で を検出する五棟の建物跡

1990 環境整備の基本構想を策定する
伝羽柴邸跡で を検出する櫓門跡
１３６ｍにわたり大手道の当初ルートを確認する

1991 伝前田邸跡で建物四棟と木樋暗渠を検出する
黒金門に至る を解明する大手道の全ルート

1992 環境整備工事に着手する
1993 を発見する大手門とその東西に続く石塁跡

調 東家文書を調査し を多数発見する旧安土城下の絵図
1994 旧見寺境内地を調査し を明らかにする当初の伽藍配置

査 現見寺の高石垣を解体し を検出する当初の大手道
1995 百々橋口道及び主郭部周辺をめぐる周回路を調査する

整 1996 搦手道の調査に着手する
米蔵付近より を発見する金箔貼りの鯱瓦

備 1997 搦手道の全ルートを解明する
台所跡から とともに を発見する流し・カマド 飾り金具

二 1998 天主台下から焼失建物とともに多数の遺物を発見する
建築金物、十能・鋤、花器、金箔瓦、壁土等―

〇 搦手口の湖辺で木簡、完形に近い金箔瓦等を発見する
大手道の整備工事が完成する

年 1999 伝本丸跡より を検出する御殿の礎石
伝本丸跡東隅、伝三の丸石垣裾より を発見笏谷石製容器

計 する
2000 天主跡の調査を実施する

画 伝前田利家邸跡の整備工事が完成する
湖西より安土への を発見する材木移送についての古文書

2001 大手門周辺西側より を発見する新たな虎口２ヶ所
2002 大手から百々橋口の山裾から を発見する石敷通路

大手門周辺東側より を発見する新たな虎口１ヶ所
2003 蓮池周辺から を確認する伝江藤邸跡の出郭

大手門 を確定する西虎口から大手道へのルート
西虎口北の郭から を発見するカマド跡・井戸跡

2004 大手門周辺東側の整備工事を実施し、石塁・虎口を復元する
2005 大手前駐車場から を発見する。内堀の石垣・胴木


